











































































































































1. 子どもたちの「言語生活」を捉えた教育実践とはどのようなものか。  
2. 子どもたちの「ことばとアイデンティティ」を支える教育実践とはどのようなものか。 
3. 子どもたちの「ことばの力」を捉え直し、実践を再編成するとはどういうことか。  
 





おける実践を記述していく。筆者と各フィールドとの関わりは、表 1 のとおりである。  
【表 1 筆者とフィールドの関わり】  
学校  期間  立場  担当業務  
公立 A 小学校  
2010 年 10 月  
～2013 年 3 月  
日本語指導員  
在籍学級への入り込み   
指導・放課後の個別指導  
シンガポール日本人学校  
2013 年 4 月  
～2016 年 3 月  
小学部専任教員  学級担任  





















4．研究課題 1―子どもたちの「言語生活」を捉えること  
まず、研究課題 1「子どもたちの言語生活を捉えた教育実践とはどのようなものか」と
いうことについて検討する。この課題を検討するために、東京都内の「公立 A 小学校」に
おける児童エル（仮名）を対象とした約 1 年 5 か月間、計 80 回の日本語支援実践を振り
 5  
返った。筆者は、日本語指導員として、エルの在籍学級への入り込み指導と放課後の個別


























5．研究課題 2―子どもたちの「ことばとアイデンティティ」を支えること  
次に、研究課題 2「子どもたちのことばとアイデンティティを支える教育実践とはどの
ようなものか」ということについて検討する。この課題を検討するために、台湾系の中華
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6．研究課題 3―子どもたちの「ことばの力」を捉え直すこと  
最後に、研究課題 3「子どもたちのことばの力を捉え直し、実践を再編成するとはどう
 7  
いうことか」ということについて検討する。この課題を明らかにするために、海外の日本
人学校「シンガポール日本人学校」における実践を取り上げた。具体的には、筆者の同僚




























 8  
日本語を学ぶ子どもたちの生活世界を俯瞰的に考察した結果、以下の三点が見えてきた。  





























 9  
を支えていくという点に、ことばの教育の果たす役割があるのではないだろうか。  
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